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が､ 大半の学生ができない分野もあり､ 短大での再教育が必要となる｡ 最後に必要な３つ目の
理由として就職試験対策である｡ これらの３つの目的にそって数学を学ぶ必要があるが､ 全部
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た｡ 形を指示する言葉が ｢円筒｣ や ｢円柱｣ で通じない､ ｢円錐｣ などもっと通じない｡
２. ダンス ダンスを踊るテンポに関する指示で15％速く､ 遅くが通じなかった｡ 全体を３
分で踊り､ ８つのステップからなり立つ場合､ １ステップあたり３分÷８だが､ 全体が
分かった時､ 部分がどれくらいになるかという考え方ができない｡
３. 洋裁 メジャーで長さを測定できない学生がでてきた｡
４. カウンセリング実習 アンケート調査の結果の集計で答えがなら０点､ なら１点､
なら２点の場合､ 全部でいくつになるかの計算ができず､ それだけで２コマの時間を
とってしまった｡ けっきょくは各グループ毎に先生が計算した｡
５. 食関係授業 栄養計算が理解できない｡ 割合の計算がたくさん出てくる｡ 調理をする場
合､ 食べ物の量を適切な比率にする必要があるが､ その計算ができない｡
６. いろいろな実験 試薬の量の計算ができない｡ 50㏄で１グラムに対して､ 200㏄場合試
薬はどれだけいるか｡
７. 統計学 平均の意味がわからず出せない学生がわりといる｡ いわんやそれ以上のことは
もっとできない｡
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１年生対象の必修の時間に調査した｡ この調査を受けたのは､ 81人である｡ それぞれの問題
について正解率を表１､ ２､ ３､ ４に示す｡ ｢思い出し｣ の項は授業 ｢思い出しの算数｣ の授
業を履修したものの平均を示す｡ この授業については後に詳しく説明する｡
３. １. １ 計算問題
基礎的な計算問題の正答率は061である｡ 問題
１の13－７もできない学生が10％もいるが､
これはたまたまミスしたわけではない｡ よくあることである｡ この調査の場合紙を使い､ 筆記













































だが､ 結果を見るとあきらかに､ 記憶が定着する時間間隔としては長すぎ､ ミスをなくす訓練
時間としては不足している｡



























































































がいて話題になった｡ 服を購入する上では､ ､ 等が分かればよいので､ 数値で長さを知
る必要はないのである｡ いわんや日常的に単位の変換などほとんど必要ない時代である｡ した
がって､ この結果は納得がいく｡ この調査では示していないが､ ｢思い出しの算数｣ の授業か
ら推定すると､ 他の単位はもっと低くなる｡












そこで問題の間の相関をとった｡ 表５､ ６は個々の問題の正誤の相関である｡ 問題間の相関は




























































































































































































































































































































































































































































































































































































整数の足し算､ 引き算､ 掛算､ 割り算













科目である｡ 小学生の算数の復習をすることを目的とした授業で､ 前期に開講している｡ 主に




り､ 思いだしの算数の授業がほぼ終わった､ 最後の模擬テストの直後である｡ したがって授業
に効果があるなら､ その結果が現れたはずである｡ しかしながら結果は一般の学生050､ 思い
出しの算数受講者 (８人) 052と大きな差はでなかった (表９)｡
｢思い出しの算数｣ を履修した学生がもともと平均より数学が不得意な学生であったとした
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表９ 思い出し算数と平均の正解率
入学時小数
足算引算
多元知能調査
数学論理
基礎学力調査
全項目
基礎学力調査
小数足算引算
１年平均
思い出し
088
075
169
183
050
052
075
063
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